
　今年は被爆・戦後�年。そして国連が定

めた「国際協同組合年」です。この二つの

重要なテーマについて、生活協同組合おか

やまコープ（岡山市北区奉還町）が大切にし

てきたことや取り組んできたこと、そして

これから推進していくことを紹介します。

ア
マ
モ
場

　海草・アマモが群生した藻場は、

海の生き物の〝隠れ家〟や産卵場所

になったり、光合成で酸素を生み出

したりし、多様な生き物の命を育む

「海のゆりかご」と呼ばれています。

しかし、高度成長期の水質悪化や沿

岸域の開発などによって、岡山県内

のアマモ場も激減。漁獲量の減少に

危機感を持った地元の漁協関係者ら

が長年、アマモ場の再生活動を展開

しています。

　おかやまコープでは、２０１０年から、

取り組みの支援を始めました。�年

以降、岡山県、日生町漁協（備前市）、

邑久町漁協（瀬戸内市）、笠岡地区

漁業連絡協議会（笠岡市）、ＮＰＯ

法人「里海づくり研究会議」（岡山

市）と協定を締結。毎年、多くの組

合員が備前市の日生沖などで、アマ

モの種取り、種の選別、種まきなど

の活動に参加しています。

　また、県が実施する「藻場環境調

査事業」に対し、寄付金を贈呈して

おり、これまでの累計金額は約２５０

万円に上ります。

　今後もおかやまコープは、地域の

再生につながる活動に力を入れ、他

の協同組合と一緒にできることを見

つけて実現していきたいと考えてい

ます。

備
前
市
の
日
生
沖
で
行
わ
れ
た
ア
マ
モ
の
種
取
り
＝
�
年
６
月

　コープの産直たまごを作り続けて�年以上になりま

す。この農場に携わり、働き方も変わりました。これか

らも安全・安心でおいしいたまごをお届けします。

　「コープ産直こめた

まご」のお試しができ

るコープ商品セットの

申し込みはこちら。生

協の配達（宅配）を利

用していない世帯のみ

注文が可能です。餌にこだわった「コ

ープ産直こめたまご」

自
動
給
餌
機
な
ど
最
新
設
備
を
導
入
し
た
コ
ー
プ
ス
タ
ー
フ
ァ
ー
ム

　
お
か
や
ま
コ
ー
プ
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や

ま
（
岡
山
市
）
と
手
を
携
え
、
安
全
・
安
心

の
食
材
を
届
け
て
い
ま
す
。

　
お
か
や
ま
コ
ー
プ
の
産
直
第
１
号
商
品

「
コ
ー
プ
産
直
こ
め
た
ま
ご
」
は
、
岡
山
県

内
の
３
農
場
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
、
２
０
２
２
年
春
に
開
設
の
新

鶏
舎
「
コ
ー
プ
ス
タ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
（
井
原

市
）
は
、岡
山
Ｊ
Ａ
畜
産
が
整
備
し
ま
し
た
。

親
鶏
に
で
き
る
だ
け
快
適
な
環
境
を
整
え
、

給
餌
・
集
卵
や
鶏
ふ
ん
処
理
を
自
動
化
す
る

な
ど
生
産
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
最
新
設
備

を
導
入
。
生
産
者
の
高
齢
化
が
課
題
と
な
る

中
、
協
同
組
合
間
で
協
力
し
合
い
、
持
続
可

能
な
生
産
と
安
定
供
給
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
親
鶏
に
与
え
る
飼
料
は
、
安
全
性

と
健
康
、
お
い
し
さ
を
考
え
た
お
か
や
ま
コ

ー
プ
指
定
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
飼
料
で
す
。
飼
料

用
米
を
�
％
（
�
年
８
月
現
在
）
配
合
し
、

輸
入
飼
料
の
割
合
を
減
ら
す
こ
と
で
、
食
料

自
給
率
向
上
や
餌
の
輸
送
に
起
因
す
る
二
酸

化
炭
素
の
削
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

岡山で生まれ育つ赤ちゃんの子
育てを応援する商品の詰め合わ
せ「はろーべいびーせっと」

お
や
つ
の
詰
め
合
わ
せ

　
「
は
ろ
ー
べ
い
び

ー
せ
っ
と
」
の
申
し

込
み
は
こ
ち
ら
か

ら
。

　少子高齢化や核家族化が進む中、おかやまコ

ープは、子育て世代をサポートしています。悩

み相談や友達づくりの場の提供、有償ボランテ

ィアによる家事支援など、取り組みの一部を紹

介します。

　「はろーべいびーせっと」は、岡山県に住む、

母子手帳交付から２歳の誕生日までのお子さん

がいる家庭へプレゼントしています。幼児用歯

ブラシをはじめ、おしりふき、離乳食、お菓子な

どコープのお薦め商品が入っており、中身を取

り出した空き箱は思い出のアイテムを収納する

こともできます。

　妊娠中や子育て中の家庭を応援する「子育てくらぶ『に

こにこ』」。おかやまコープの子育てサポート制度で、

現在、８０００人を超える組合員が登録しています。登録す

ると、会員の交流サイトを通じて、情報交換ができます。

１歳の誕生日には絵本を、２、３歳の誕生日には、おや

つの詰め合わせをお届けしています。登録は無料です。

　小学校就学修了まで個別配達の手数料が半額になるサ

ポートもあり、成長に合わせた支援が喜ばれています。

焼け焦げた跡が表面に残る「礎石」を見る

子どもたち＝６月、岡山市

　
「
岡
山
空
襲
」
を
テ
ー
マ
に
、
岡
山

県
内
の
小
学
生
ら
が
平
和
の
尊
さ
を
訴

え
る
新
聞
「
お
り
づ
る
平
和
新
聞
」
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
市
民
グ
ル
ー
プ

「
岡
山
の
戦
争
と
戦
災
を
記
録
す
る
会
」

の
案
内
で
、
実
際
に
岡
山
市
内
の
戦
跡

を
巡
り
、
Ａ
３
判
表
裏
１
枚
に
ま
と
め

ま
し
た
。

　
お
か
や
ま
コ
ー
プ
が
被
爆
・
戦
後
�

年
の
節
目
に
企
画
。岡
山
市
、久
米
南
町

な
ど
の
小
中
学
生
８
人
が
、
山
陽
新
聞

記
者
か
ら
、
取
材
の
こ
つ
を
学
ん
だ
後
、

６
月
下
旬
、
岡
山
城
周
辺
の
戦
跡
を
訪

ね
て
取
材
。
焼
け
落
ち
た
天
守
閣
の
柱

を
支
え
て
い
た
礎
石
な
ど
を
見
て
回

り
、
岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
同

市
北
区
駅
元
町
）
で
は
、
岡
山
空
襲
展

示
室
の
学
芸
員
の
解
説
を
聞
き
な
が

し
ょ
う
い

ら
、
実
際
に
使
わ
れ
た
焼
夷
弾
も
見
学

し
ま
し
た
。

　
新
聞
は
「
戦
争
の
な
い
明
る
い
世
界

を
」
と
の
見
出
し
で
、
そ
れ
ぞ
れ
署
名

入
り
で
執
筆
。
戦
争
の
爪
痕
を
見
聞
き

し
、
「
相
手
を
思
う
こ
と
か
ら
平
和
が

始
ま
る
」
「
戦
争
は
二
度
と
起
こ
し
て

は
い
け
な
い
」
な
ど
と
、
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

　
石
山
公
園
で
、
母
親
が
赤
ち

ゃ
ん
を
空
襲
か
ら
守
っ
て
い
る

「
平
和
の
像
」
を
見
て
、
戦
争

を
初
め
て
身
近
に
感
じ
ま
し

た
。
関
わ
る
人
全
員
が
悲
し
い

思
い
を
す
る
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
と
、
今
の
平
和
が
ず
っ
と
続

い
て
ほ
し
い
願
い
を
記
事
や
見
出
し
に
込
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
岡
山
城
は
戦
争
の

被
害
が
な
く
無
事
だ
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
焼
夷

弾
で
崩
れ
、
戦
後
に
建
て
直
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
驚
い
た

の
で
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
人
だ
け
で
な
く
、
建
物
も
傷
つ

け
る
戦
争
は
二
度
と
起
き
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。

　
戦
跡
巡
り
で
、
空
襲
に
よ
っ

て
岡
山
市
街
地
が
焼
け
野
原
に

な
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
記
事
に
空
襲
前
後
の
写
真

や
、
日
付
な
ど
具
体
的
な
数
字

を
使
う
こ
と
で
、
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昔
の
人
の
つ
ら
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

小
中
学
生
が
取
材
、
執
筆
し
た
「
お
り
づ
る
平
和
新
聞
」
の
表
面
（
上
）
と
裏
面

　
お
り
づ
る
平
和
新
聞
は
、
お

か
や
ま
コ
ー
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　はやしだ・みつひろ
　長崎県出身の被爆３
世。ノーベル平和賞を
受賞した日本原水爆被
害者団体協議会（被団
協）の一員として、２０２４
年�月の授賞式に最年
少メンバーとして出席
した。１９９２年生まれ。

　
高
校
３
年
の
２
０
１
０
年
５
月
、
核
拡
散
防

止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
で
渡
米
し
た

際
、
世
界
の
人
は
被
爆
の
実
相
を
知
ら
な
い
と

痛
感
し
、
平
和
に
つ
い
て
さ
ら
に
深
く
学
ぶ
た

め
東
京
の
大
学
へ
進
学
。現
在
は
長
崎
に
戻
り
、

外
国
人
観
光
客
や
修
学
旅
行
生
向
け
の
平
和
ツ

ア
ー
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
。
被
爆
の
実
相
を
世
界
へ
伝
え
、
被

爆
体
験
の
特
殊
性
を
検
証
・
理
解
し
て
発
信
す

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
大
切
な
の
は
、

戦
争
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
こ
と
。
原
爆
投
下

は
突
然
起
き
た
こ
と
で
は
な
く
、
日
本
が
戦
争

を
し
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
事
実
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
暴
力
に
向
き
合
い
、

戦
争
の
〝
芽
〟
を
摘
む
に
は
何
が
で
き
る
か
考

え
る
こ
と
が
、平
和
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

おかやまコープが募集した「平

和の絵はがき」１４０枚の中心に

展示されたピースアート

ピースアート制作のワークショッ

プで、ハート形の和紙に色を塗る

子どもたち

紙芝居を朗読する山陽学園中

・高の生徒たち

　
こ
の
日
は
平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ピ

ー
ス
ア
ー
ト
」
を
制
作
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
あ
り
、
岡
山
県
内
の
小
学
生
ら
７

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ハ
ー
ト
形
に
切
っ
た
２
枚
の
和
紙
で
、

そ
れ
ぞ
れ
「
過
去
」
と
「
未
来
」を
表
現
。

戦
時
中
の
子
ど
も
の
気
持
ち
を
和
紙
を
ぐ

し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
し
て
表
し
た
り
、
絵
の
具

や
ク
レ
ヨ
ン
で
明
る
い
色
に
塗
っ
た
上
に

「
平
和
」
と
文
字
を
書
い
た
り
し
て
、
思

い
思
い
に
創
作
し
ま
し
た
。
最
後
に
Ａ
１

判
の
黒
い
画
用
紙
に
貼
り
付
け
、
会
場
ロ

ビ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

　
山
陽
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
に
よ
る

紙
芝
居
の
朗
読
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
紙

芝
居
は
、
笠
岡
市
在
住
の
被
爆
者
土
屋

け

い

じ

圭
示
さ
ん
の
被
爆
体
験
を
も
と
に
し
た

「
ピ
カ
ド
ン
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
て
」

を
デ
ジ
タ
ル
紙
芝
居
に
し
た
も
の
で
す
。

　戦争も核兵器もない未来を考えるイベント「平和のひろば２０２５」（おかや

まコープ主催）が７月�日、岡山市北区奉還町のオルガホールで開かれまし

た。長崎県出身の被爆３世で一般社団法人「ＰｅａｃｅＥｄｕｃａｔｉｏｎＬａｂＮａｇａｓ

ａｋｉ」代表理事の林田光弘さんが「長崎が最後の被爆地であり続けるために」

と題して講演。山陽学園中学校・高等学校ＪＲＣ部の生徒が制作した被爆

者の紙芝居と朗読も行われ、約２２０人が平和について思いを巡らせました。

　国連は、さまざまな分野でＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に貢献し

ている協同組合を評価し、その認知の向上と振興のため、２０２５年を２

回目の「国際協同組合年」と定めました。国会でも「国際協同組合年に

当たり協同組合の振興を図る決議」が採択され、協同組合が地域づく

りの重要な主体として位置付けられています。岡山県内でも、おかや

まコープと農業協同組合（ＪＡ）、漁業協同組合などが地域の課題解

決に向けた協働の取り組みを進めています。

　全国の生協では、「平和とよりよいくらしのために」を合言葉に、

被爆者会の方々をはじめ、個人・団体と連携して、平和を実現する

ための活動を行ってきました。被爆・戦後�年の節目の今年、おか

やまコープは、戦争を知らない世代への「継承」をテーマに活動し

ています。岡山県内の小学生らが岡山空襲をテーマに作成する子ど

も平和新聞の企画や、講演やワークショップを通じ戦争も核兵器も

ない未来を考えるイベント「平和のひろば２０２５」も開催しました。

�������（��７�）����� ���〔全面広告〕�� �����（��７�）����� ��� 〔全面広告〕


